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多
摩
金
融
史
の
魅
力

　
　
　

は
じ
め
に

　

多
摩
信
用
金
庫
の
文
化
事
業
は
、
同
金
庫
の
創
立
四
〇
周
年

（
一
九
七
三
年
）
を
機
に
本
格
化
し
た
。
そ
れ
を
強
力
に
牽
引

し
た
の
は
、
当
時
、
専
務
理
事
で
あ
っ
た
中
嶋
榮
治
氏
（
の
ち

に
理
事
長
、
会
長
。
二
〇
一
一
年
逝
去
）
で
あ
っ
た
。
も
っ
と

も
突
破
口
を
作
っ
た
の
は
中
嶋
専
務
理
事
で
あ
る
が
、
同
氏
の

期
待
を
は
る
か
に
超
え
る
今
日
の
充
実
を
も
た
ら
し
た
も
の
は
、

た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
（
多
摩
文
化
資
料
室
）
の
適
切
な
運

営
と
多
摩
地
域
の
肥
沃
な
文
化
的
土
壌
で
あ
る
。

　

例
え
ば
、
多
摩
に
は
目
の
肥
え
た
鑑
賞
者
や
読
者
が
豊
富
に

い
る
。そ
れ
に
支
え
ら
れ
て
地
域
で
活
動
す
る
創
作
者
た
ち
が
、

美
術
、
工
芸
、
歴
史
研
究
等
々
多
様
な
分
野
に
数
多
く
存
在
す

る
。
要
す
る
に
、
多
摩
信
の
文
化
事
業
は
、
そ
れ
ら
を
繋
ぐ
、

い
わ
ば
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
を
提
供
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　
「
多
摩
の
金
融
史
」
の
連
載
も
ま
た
、
多
摩
地
域
に
お
い
て

貯
蓄
と
投
資
を
繋
い
で
き
た
金
融
組
織
の
あ
り
様
を
、
時
代
の

変
遷
の
な
か
で
描
こ
う
と
す
る
意
欲
的
で
躍
動
的
な
活
動
で
あ

る
。

　
　
　

執
筆
グ
ル
ー
プ
・
多
摩
金
融
史
研
究
会
と
は

　

全
国
に
特
定
地
域
を
対
象
に
し
た
歴
史
の
研
究
会
は
数
多
存

在
し
活
動
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
地
域
金
融
史
に
特
化
し

た
研
究
会
と
な
る
と
稀
有
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

多
摩
金
融
史
研
究
会
の
発
足
経
緯
に
つ
い
て
は
連
載
第
一
回

（
第
一
六
六
号
）
に
詳
し
い
が
、
多
摩
信
創
立
八
〇
周
年
（
二

〇
一
三
年
）
を
機
に
多
摩
信
や
た
ま
し
ん
地
域
文
化
財
団
の
み

な
さ
ん
と
共
同
し
て
結
成
さ
れ
た
。
第
一
回
の
研
究
会
を
二
〇
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一
四
年
七
月
に
開
催
し
た
。
ほ
ぼ
年
間
四
回
の
研
究
会
を
行
い
、

直
近
の
二
〇
二
五
年
九
月
で
四
二
回
（
た
だ
し
第
四
二
回
は
台

風
一
五
号
に
よ
り
中
止
）
に
至
っ
て
い
る
。
現
在
の
研
究
会
で

は
次
号
の
執
筆
予
定
者
が
投
稿
内
容
を
報
告
し
、
自
由
闊
達
に

議
論
し
て
い
る
。
報
告⇒

投
稿
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。
研
究
会

終
了
後
は
、
多
摩
信
や
地
域
文
化
財
団
の
み
な
さ
ん
と
懇
親
会

へ
と
い
う
の
が
定
番
で
あ
る
。

　

研
究
会
発
足
時
に
は
、
調
査
・
研
究
と
関
連
資
料
の
蒐
集
・

発
掘
・
整
理
が
目
的
で
あ
り
、「
多
摩
の
金
融
史
」
を
『
多
摩

の
あ
ゆ
み
』
で
連
載
す
る
と
い
う
プ
ラ
ン
は
な
か
っ
た
。
二
年

ほ
ど
た
ち
研
究
会
も
軌
道
に
乗
っ
て
き
た
頃
に
連
載
執
筆
と
い

う
三
番
目
の
目
的
が
加
わ
り
、
二
〇
一
七
年
度
か
ら
連
載
を
開

始
し
た
。
本
来
で
あ
れ
ば
、
準
備
が
で
き
た
方
が
報
告
し
執
筆

す
れ
ば
い
い
の
だ
が
、
そ
れ
で
は
年
間
四
回
の
連
載
を
安
定
的

に
こ
な
す
の
は
難
し
い
。
結
局
、
年
度
初
め
に
四
名
の
執
筆
者

を
決
め
て
準
備
を
お
願
い
し
て
い
る
と
い
う
本
末
転
倒
が
実
態

で
あ
る
。

　
「
多
摩
の
金
融
史
」
を
執
筆
し
て
い
る
の
は
、
次
の
七
名
で

あ
る
。
研
究
会
発
足
時
の
メ
ン
バ
ー
は
九
名
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
後
の
入
・
退
会
で
現
在
の
七
名
に
な
っ
た
。

　
　

新
井
大
輔
（
駒
澤
大
学
）

　
　

小
島
庸
平
（
東
京
大
学
）

　
　

佐
藤
健
太
郎
（
東
京
大
学
大
学
院
博
士
課
程
）

　
　

佐
藤
政
則
（
麗
澤
大
学
）

　
　

田
中　

光
（
中
央
大
学
）

　
　

陳　

玉
雄
（
麗
澤
大
学
）

　
　

早
川
大
介
（
愛
知
大
学
）

　

メ
ン
バ
ー
の
主
な
関
心
を
業
態
別
に
挙
げ
れ
ば
、
新
井
氏
は

信
用
金
庫
、
小
島
氏
は
銀
行
・
産
業
組
合
、
佐
藤
（
健
）
氏
は

証
券
会
社
、
田
中
氏
は
郵
便
局
（
郵
便
貯
金
）、
陳
氏
は
無
尽
・

頼
母
子
講
・
相
互
銀
行
（
第
二
地
銀
）、
早
川
氏
は
銀
行
、
そ

し
て
私
は
銀
行
・
信
用
金
庫
で
あ
る
。
質
屋
業
な
ど
手
薄
な
分

野
も
あ
る
も
の
の
、
多
摩
で
活
動
し
た
様
々
な
金
融
組
織
を
ほ

ぼ
全
体
的
に
カ
バ
ー
で
き
て
い
る
だ
ろ
う
。

　

な
お
、
多
摩
金
融
史
研
究
会
は
開
放
的
な
研
究
会
で
あ
る
。

多
摩
地
域
の
金
融
史
に
関
心
が
あ
り
、
執
筆
も
お
願
い
で
き
る

と
い
う
愉
快
な
仲
間
を
常
に
求
め
て
い
る
。

　
　
　
「
多
摩
の
金
融
史
」
第
一
〜
三
二
回
の
成
果

　

多
摩
金
融
史
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
き
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表 1　「多摩の金融史」第 1回～第32回

回 タ イ ト ル 著　者 掲載号 刊行年月

1 多摩金融史研究と多摩信用金庫 
　─「多摩の金融史」連載開始にあたって─ 佐藤政則 第166号 2017.5

2 地域が生んだ多摩の銀行─明治期の銀行設立─ 早川大介 第167号 2017.8

3 明治・大正期の西多摩郡における金融機関間の関係 
　─企業家ネットワーク試論─ 小島庸平 第168号 2017.11

4 国立の学園都市開発と地域銀行─高田農商銀行を中心に─ 堀峰生 第169号 2018.2

5 市町村史誌からみた多摩の講 陳玉雄 第170号 2018.5

6 戦前期における東京府・多摩地域の産業組合 小島庸平 第171号 2018.8

7 多摩中央信金の昭和二〇年代 佐藤政則 第172号 2018.11

8 三鷹の中小企業金融と多摩信金 
　─『みたか商工名鑑』［一九七七年版］を用いた分析─ 新井大輔 第173号 2019.2

9 西多摩郡における産業組合の展開［一］ 小島庸平 第174号 2019.5

10 西多摩郡における産業組合の展開［二］ 小島庸平 第175号 2019.8

11 立川信用組合の設立と発展 伊藤悠
小西雄大 第177号 2020.2

12 戦時期の立川信用組合─発展のルーツ─ 邉英治 第178号 2020.6

13 昭和四〇年代前半の中嶋榮治と多摩信 佐藤政則 第179号 2020.8

14 多摩中央信金の昭和五〇年代 佐藤政則 第180号 2020.11

15 明治・大正期の第三十六銀行 早川大介 第181号 2021.2

16 昭和初期の第三十六銀行 早川大介 第182号 2021.5

17 多摩農業銀行の設立と立川進出 小島庸平 第183号 2021.8

18 武陽銀行の設立─昭和初期の多摩の銀行再編─ 早川大介 第184号 2021.11

19 戦時銀行統合と多摩の地域金融 佐藤政則 第185号 2022.2

20 戦前多摩の資産家と金融機関─資産家名簿にみるその変遷─ 早川大介 第186号 2022.5

21 戦前多摩地域の郵便貯金 田中光 第187号 2022.8

22 多摩地域で活動した無尽会社 陳玉雄 第188号 2022.11

23 多摩地域の証券店舗網 佐藤健太郎 第189号 2023.2

24 西多摩郡西多摩村の産業組合と地方銀行 小島庸平 第190号 2023.5

25 明治・大正期の奥多摩の零細銀行 
　─氷川銀行・小丹波銀行を事例に─ 早川大介 第191号 2023.8

26 『三鷹商工名鑑一九七七』とそこから見える地域金融 佐藤政則 第193号 2024.2

27 二〇世紀初頭の青梅町所在銀行 
　─青梅銀行・多摩銀行・青梅商業銀行─ 小島庸平 第194号 2024.5

28 明治期の多摩の特定郵便局 田中光 第195号 2024.8

29 明治期の東京府農工銀行と多摩 早川大介 第196号 2024.11

30 多摩地域で活動した相互銀行 
　─日本相互銀行と東京相互銀行を中心に─ 陳玉雄 第197号 2025.2

31 太平信用金庫の店舗展開─戦後の再建～一九七〇年代初頭─ 新井大輔 第198号 2025.5

32 明治一〇年代の神奈川県三多摩の銀行類似会社 早川大介 第199号 2025.8

出所：たましん地域文化財団HP「多摩の金融史」https://www.tamashinhistory.org/kinyushiより作成。
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ェ
イ
ト
が
高
く
な
る
の
は
自
然
で
あ
ろ
う
。
今
の
と
こ
ろ
南
多

摩
が
最
も
手
薄
な
の
だ
が
、
今
後
、
旧
八
王
子
信
金
の
研
究
が

進
む
と
思
わ
れ
る
。
最
初
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
が
全
域
を
扱
い
、

次
第
に
個
々
の
金
融
組
織
に
シ
フ
ト
し
た
と
い
う
大
き
な
流
れ

も
穏
当
で
あ
る
。

　

自
画
自
賛
的
で
た
い
へ
ん
恐
縮
だ
が
、
各
執
筆
者
が
協
同
し

た
わ
け
で
も
な
い
の
に
、
三
つ
の
多
摩
の
金
融
的
な
違
い
を
明

確
に
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
戦
前
の
西
多
摩
、
南
多
摩
で
は

武
陽
銀
行
（
青
梅
）、
第
三
十
六
銀
行
（
八
王
子
）
と
い
う
地

域
的
合
同
の
中
核
銀
行
が
誕
生
し
た
。
し
か
し
、
北
多
摩
で
は

誕
生
し
な
か
っ
た
。
こ
う
し
た
違
い
は
産
業
組
合
、信
用
組
合
、

頼
母
子
講
の
役
割
を
変
え
た
と
思
わ
れ
る
。
当
時
の
東
京
市
部

や
横
浜
と
の
関
係
の
程
度
を
充
分
に
考
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
う
し
て
多
摩
地
域
に
密
着
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
、
中
国
「
三
国

志
」
並
み
の
心
躍
る
研
究
テ
ー
マ
が
次
々
に
浮
か
び
上
が
っ
て

く
る
の
で
あ
る
。

③　

取
り
扱
っ
た
金
融
業
態
で
み
る
と

　

あ
る
意
味
当
然
で
あ
る
が
、
産
業
組
合
、
信
用
組
合
、
信
用

金
庫
が
全
体
の
半
数
近
く
に
達
す
る
。
銀
行
は
ほ
ぼ
三
分
の
一

た
連
載
は
、
ど
う
い
う
成
果
を
あ
げ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
表
1

は
第
一
回
か
ら
直
近
の
第
三
二
回
を
一
覧
に
し
た
も
の
で
あ
る
。

同
表
に
基
づ
い
て
そ
の
特
徴
を
概
括
し
て
み
た
い
。

①　

取
り
組
ん
で
き
た
時
代
で
み
る
と

　

全
三
二
回
の
ほ
ぼ
三
分
の
二
が
一
九
四
〇
年
代
な
か
ば
ま
で

の
戦
前
期
と
戦
時
期
を
扱
っ
て
き
た
。
第
二
次
大
戦
後
の
い
わ

ゆ
る
戦
後
は
全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
で
あ
る
。
こ
れ
は
遠
い
時

期
か
ら
明
ら
か
に
す
る
と
い
う
意
味
で
順
当
だ
と
思
う
。

　

も
っ
と
も
明
治
以
来
一
六
〇
年
弱
の
ス
パ
ン
で
金
融
史
を
み

れ
ば
、
す
で
に
そ
の
半
分
は
戦
後
で
あ
る
。
こ
の
あ
た
り
は
意

識
し
た
い
。
多
摩
の
地
域
社
会
は
時
代
と
と
も
に
大
き
く
変
化

を
続
け
て
い
る
。
我
わ
れ
も
そ
れ
に
つ
い
て
い
か
ね
ば
な
ら
な

い
だ
ろ
う
。

②　

北
多
摩
、
西
多
摩
、
南
多
摩
で
み
る
と

　

全
三
二
回
を
多
摩
の
地
域
で
眺
め
れ
ば
、
全
域
を
対
象
に
し

た
も
の
が
全
体
の
ほ
ぼ
三
分
の
一
、
北
多
摩
が
ほ
ぼ
三
分
の
一
、

西
多
摩
と
南
多
摩
で
ほ
ぼ
三
分
の
一
と
い
う
バ
ラ
ン
ス
で
あ
る
。

多
摩
信
が
立
川
に
本
店
を
お
い
て
い
る
こ
と
か
ら
北
多
摩
の
ウ
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に
違
い
が
生
じ
る
の
か
ど
う
か
で
あ
る
。
極
め
つ
け
は
郵
便
局

の
店
舗
展
開
に
な
ろ
う
。

　

第
二
は
、
こ
れ
ま
で
基
本
的
に
多
摩
地
域
、
あ
る
い
は
西
多

摩
に
お
け
る
地
域
内
完
結
の
世
界
を
取
り
上
げ
て
き
た
。
そ
う

し
た
分
析
が
あ
る
程
度
の
真
実
に
接
近
で
き
た
の
は
、
対
象
金

融
組
織
に
お
い
て
完
結
し
て
い
な
い
部
分
が
マ
イ
ナ
ー
で
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
ろ
そ
ろ
地
域
の
全
体
像
を
見
据
え
た
分

析
を
意
識
し
て
も
い
い
の
で
は
と
思
う
。

　

言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
だ
が
、
地
域
経
済
は
地
域
完
結
の
所

得
循
環
と
非
完
結
（
他
地
域
と
の
相
互
交
流
）
の
所
得
循
環
に

よ
っ
て
成
立
し
て
い
る
。
両
者
の
バ
ラ
ン
ス
の
違
い
が
地
域
的

個
性
を
生
む
と
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
非
完
結
も
ど
の
地
域
と

相
互
交
流
し
て
い
る
の
か
で
様
子
が
異
な
る
。

　

例
え
ば
、
先
述
し
た
中
核
銀
行
の
有
無
は
、
よ
り
東
京
市
部

経
済
に
近
い
の
か
（
地
域
完
結
≪
地
域
非
完
結
）、
東
京
市
部

経
済
で
は
な
く
よ
り
横
浜
経
済
（
輸
出
入
）
に
近
い
の
か
（
地

域
完
結
≪
地
域
非
完
結
）、
そ
の
い
ず
れ
で
も
な
く
地
域
完
結

の
世
界
が
よ
り
大
き
い
の
か
（
地
域
完
結≪

地
域
非
完
結
）
と

い
う
問
い
か
け
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
も
そ
も
江
戸
期
以
前
か

ら
頼
母
子
講
が
活
発
で
あ
っ
た
多
摩
に
本
社
を
お
く
無
尽
会
社

で
あ
り
、
無
尽
・
頼
母
子
講
・
相
互
銀
行
、
郵
便
局
、
銀
行
類

似
会
社
、
証
券
で
三
分
の
一
弱
と
な
る
。

　

多
摩
に
本
店
を
お
く
金
融
組
織
と
そ
う
で
は
な
い
場
合
で
は
、

資
料
的
制
約
が
段
違
い
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
こ
の
バ

ラ
ン
ス
は
お
お
む
ね
穏
当
で
あ
ろ
う
。
ま
だ
手
を
付
け
て
い
な

い
業
態
に
質
屋
が
あ
る
。
資
料
的
制
約
が
あ
ま
り
に
大
き
い
の

で
あ
る
。
地
域
金
融
に
は
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
い
ず
れ
は

着
手
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

④　

今
後
の
方
向
性

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
、
埋
も
れ
て
い
た
フ
ァ
ク
ト
を
発
掘
し
、

そ
れ
に
光
を
あ
て
る
こ
と
、
こ
れ
は
不
変
で
あ
る
。
強
い
て
注

文
を
付
け
れ
ば
次
の
二
点
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

　

第
一
は
、
こ
れ
ま
で
基
本
的
に
は
業
態
別
分
析
を
進
め
て
き

た
が
、
そ
ろ
そ
ろ
業
態
間
の
相
互
関
係
を
意
識
し
て
も
い
い
の

で
は
と
思
う
。
先
述
し
た
中
核
銀
行
の
有
無
が
、
他
業
態
の
あ

り
様
に
ど
う
い
う
影
響
を
与
え
た
の
か
、
与
え
な
か
っ
た
の
か

で
あ
る
。
こ
れ
は
必
ず
し
も
市
場
ベ
ー
ス
の
競
争
関
係
を
意
味

し
な
い
。
む
し
ろ
エ
ア
ー
ポ
ケ
ッ
ト
や
棲
み
分
け
が
発
生
す
る

の
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
求
め
ら
れ
る
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ッ
プ
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は
な
ぜ
現
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　

早
す
ぎ
た
旧
「
多
摩
の
金
融
史
」
の
連
載

　
「
多
摩
の
金
融
史
」
と
い
う
連
載
タ
イ
ト
ル
に
は
先
達
が
い

る
。
そ
れ
を
示
し
た
の
が
表
2
で
あ
る
。『
多
摩
の
あ
ゆ
み
』

の
創
刊
号
か
ら
第
一
三
号
（
一
九
七
五
〜
七
八
年
）
ま
で
連
載

さ
れ
て
お
り
、
事
情
は
不
明
だ
が
、
一
一
回
で
連
載
は
終
わ
っ

た
よ
う
で
あ
る
。
執
筆
者
は
、沼
謙
吉
氏（
多
摩
文
化
研
究
会
：

当
時
、
以
下
同
）、
関
島
久
雄
氏
（
武
蔵
野
史
談
会
）、
稲
葉
芳

亭
氏
（
多
摩
郷
土
研
究
の
会
）、
宮
川
康
氏
（
地
方
史
研
究
協

議
会
）、
宮
岡
和
紀
氏
（
昭
島
市
史
編
さ
ん
委
員
）
の
皆
さ
ん

で
あ
る
。
各
論
考
は
い
ず
れ
も
し
っ
か
り
と
し
て
お
り
、
高
い

力
量
を
持
っ
た
書
き
手
が
こ
れ
ほ
ど
い
た
こ
と
に
、
ま
ず
驚
か

さ
れ
る
。

　

連
載
期
間
が
、
一
九
七
〇
年
代
な
か
ば
で
あ
っ
た
こ
と
に
注

目
し
た
い
。
要
す
る
に
連
載
が
早
す
ぎ
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
で

あ
る
。
七
〇
年
代
半
ば
の
日
本
金
融
史
研
究
の
動
向
を
概
括
す

る
と
次
の
よ
う
に
な
る
が
、
ち
ょ
う
ど
変
化
の
真
っ
只
中
で
あ

っ
た
。

　

一
九
七
〇
年
代
前
半
の
ニ
ク
ソ
ン
シ
ョ
ッ
ク
（
固
定
相
場
制

回 タ イ ト ル 著　者 掲載号 刊行年月

1 金融機関の系譜 創刊号 1975.11

2 第三拾六国立銀行の創立 沼謙吉 第2号 1976.2

3 第三拾六国立銀行の発足 沼謙吉 第3号 1976.5

4 浅田銀行 関島久雄 第4号 1976.8

5 資料　青梅銀行創立のこと 稲葉芳亭 第5号 1976.11

6 資料　青梅銀行の営業開始 稲葉芳亭 第6号 1977.2

7 玉川銀行の成立過程（1）─国盛社を中心に─ 宮川康 第8号 1977.8

8 拝島産業銀行の興亡とその性格（上） 宮岡和紀 第9号 1977.11

9 拝島産業銀行の興亡とその性格（中） 宮岡和紀 第10号 1978.2

10 拝島産業銀行の興亡とその性格（下） 宮岡和紀 第11号 1978.5

11 玉川銀行の展開過程（2） 宮川康 第13号 1978.11

表 2　旧「多摩の金融史」1975 ～ 78年

出所：たましん地域文化財団デジタルアーカイブ
　　　https://adeac.jp/tamashin/top/topg/tamanoayumi/index.html#ayumi-backnumberより作成。



58

か
ら
変
動
相
場
制
へ
）、
第
一
次
石
油
危
機
（
産
業
構
造
の
転

換
へ
）
に
よ
っ
て
高
度
成
長
期
の
金
融
シ
ス
テ
ム
が
動
揺
し
た
。

こ
れ
が
金
融
史
研
究
に
も
深
い
影
響
を
及
ぼ
し
た
。
そ
の
一
つ

が
制
度
論
か
ら
機
能
面
へ
の
関
心
の
シ
フ
ト
で
あ
っ
た
。
折
し

も
山
口
和
雄
編
著
『
日
本
産
業
金
融
史
研
究
』
三
部
作
（
製
糸

金
融
編
一
九
六
六
年
、
紡
績
金
融
編
一
九
七
〇
年
、
織
物
金
融

編
一
九
七
四
年
、
東
京
大
学
出
版
会
）
の
刊
行
が
完
結
し
た
。

同
書
に
よ
っ
て
、
中
核
産
業
と
の
具
体
的
な
関
わ
り
で
金
融
組

織
を
分
析
す
る
と
い
う
方
法
的
観
点
が
主
流
に
な
っ
た
。

　

そ
の
後
も
金
融
史
研
究
は
様
々
な
観
点
が
取
り
込
ま
れ
、
ど

ん
ど
ん
変
化
し
て
い
っ
た
。
一
九
七
〇
年
代
後
半
で
最
も
重
要

で
あ
っ
た
の
は
、
産
業
金
融
史
研
究
が
副
次
的
に
浮
き
彫
り
に

し
た
日
銀
と
銀
行
、
銀
行
と
銀
行
と
い
っ
た
銀
行
間
の
貸
借
関

係
で
あ
る
。
こ
れ
を
重
視
し
な
が
ら
地
方
銀
行
の
機
能
変
化
を

検
討
し
た
の
が
、
朝
倉
孝
吉
編
『
両
大
戦
間
に
お
け
る
金
融
構

造
：
地
方
銀
行
を
中
心
と
し
て
』（
一
九
八
〇
年
、
お
茶
の
水

書
房
）
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
中
核
的
産
業
と
直
接
の
関
わ

り
が
薄
い
金
融
組
織
も
イ
ン
タ
ー
バ
ン
ク
と
い
う
関
係
の
な
か

で
分
析
の
射
程
に
入
っ
た
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、
戦
前
に
お
け

る
質
屋
の
取
引
金
融
組
織
は
ど
こ
か
と
い
う
問
い
か
け
、「
え

っ
、
大
銀
行
な
ん
だ
ぁ
。
イ
メ
ー
ジ
変
わ
る
な
ぁ
」
と
い
う
フ

ァ
ク
ト
発
掘
も
、
淵
源
は
同
書
に
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
一
九
七
〇
年
代
は
激
動
す
る
日
本
経
済
を
反
映

し
て
金
融
史
研
究
も
新
旧
の
観
点
が
激
し
く
交
錯
し
て
い
た
。

こ
の
動
向
に
旧
「
多
摩
の
金
融
史
」
の
執
筆
者
も
何
ら
か
の
影

響
を
受
け
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
結
果
、連
載
が
始
ま
り
、

そ
し
て
中
断
し
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
多
摩
地
域
と
い
う
特
定
の
エ
リ
ア
を
対
象

に
、
銀
行
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
金
融
組
織
を
堂
々
と
分
析

対
象
に
す
る
に
は
、
資
料
も
研
究
者
も
分
析
方
法
も
何
も
か
も

が
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
た
。
銀
行
へ
の
絶
対
的
信
頼
が
揺
ら

ぎ
銀
行
中
心
史
観
が
後
退
す
る
一
九
九
〇
年
代
を
経
て
、
よ
う

や
く
す
べ
て
の
条
件
が
ほ
ぼ
整
っ
た
。
旧
「
多
摩
の
金
融
史
」

連
載
の
取
り
組
み
は
、
や
は
り
早
す
ぎ
た
と
言
え
よ
う
。
ま
さ

に
「
時
は
今
」
で
あ
る
。

　
　
　

今
後
へ
の
期
待
：
お
わ
り
に
代
え
て

　

長
野
県
の
八
十
二
銀
行
、
山
梨
県
の
山
梨
中
央
銀
行
、
静
岡

県
の
静
岡
銀
行
な
ど
明
治
以
来
の
経
営
基
盤
を
持
つ
強
力
な
地

方
銀
行
で
は
、
銀
行
の
歴
史
は
地
域
（
県
）
の
金
融
史
、
と
い
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に
、
一
九
四
八
（
昭
和
二
三
）
年
、
敗
戦
後
の
大
混
乱
の
な
か

で
、
わ
ず
か
本
支
店
二
店
舗
の
立
川
信
用
組
合
が
多
摩
中
央
信

用
組
合
と
改
称
し
「
多
摩
」
を
冠
し
た
心
意
気
と
そ
の
意
味
合

い
を
噛
み
し
め
て
も
ら
い
た
い
。
そ
し
て
、
旧
八
王
子
信
金
、

旧
太
平
信
金
の
歴
史
を
含
め
た
多
摩
信
と
多
摩
地
域
の
金
融
一

〇
〇
年
史
を
編
ん
で
も
ら
い
た
い
。

う
自
己
認
識
が
あ
る
。
そ
の
た
め
銀
行
が
所
蔵
す
る
様
々
な
資

料
を
大
事
に
残
し
て
い
く
傾
向
が
強
い
。
結
果
的
に
私
有
物
で

あ
る
銀
行
資
料
を
公
共
財
の
一
種
と
と
ら
え
て
き
た
と
言
え
る

だ
ろ
う
。

　

現
在
、
多
摩
信
金
を
含
め
規
模
的
に
は
地
方
銀
行
中
位
ク
ラ

ス
に
相
当
す
る
、
い
わ
ゆ
る
メ
ガ
信
金
と
呼
ば
れ
る
巨
大
な
信

用
金
庫
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
で
は
メ
ガ
信
金
の

自
己
認
識
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
な
か
な
か
微
妙
で
あ
る
。
東

海
、
近
畿
の
メ
ガ
信
金
、
例
え
ば
尼
崎
信
金
（
兵
庫
県
尼
崎
市
）

や
岡
崎
信
金
（
愛
知
県
岡
崎
市
）
の
よ
う
に
地
方
銀
行
に
近
い

認
識
を
も
つ
信
用
金
庫
も
い
る
が
、
関
東
の
メ
ガ
信
金
は
総
じ

て
実
に
遠
慮
深
い
。

　

多
摩
信
用
金
庫
は
二
〇
三
三
年
に
創
立
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
。

立
川
に
本
店
を
お
き
、
ほ
ぼ
多
摩
全
域
を
カ
バ
ー
す
る
店
舗
網

を
も
つ
メ
ガ
信
金
、
名
実
と
も
に
多
摩
を
代
表
す
る
金
融
組
織

と
し
て
一
〇
〇
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
換
言
す
れ

ば
、
多
摩
地
域
が
求
め
る
金
融
責
務
を
果
た
し
続
け
た
か
ら
こ

そ
の
一
〇
〇
年
で
あ
る
。
区
切
り
を
つ
け
再
ス
タ
ー
ト
を
切
る

絶
好
の
機
会
と
し
て
フ
ル
活
用
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
こ
で
多
摩
信
金
に
お
願
い
（
期
待
）
を
二
つ
。
こ
れ
を
機

さ
と
う　

ま
さ
の
り

麗
澤
大
学
名
誉
教
授

千
葉
県
柏
市
在
住


